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１１．．基本的な考え方基本的な考え方

近時、国際商品の価格高騰及び価格変動幅が著しい状況にあることから、
当業者の価格変動リスクに係るヘッジニーズが顕在化。

当業者ニーズの把握とそのニーズを踏まえた市場環境の整備。

当業者の先物市場に対する理解を深めるための啓発活動。

このような状況を背景に、本所では、産業インフラとしての機能を一層発揮し、
当業者にとって魅力的な市場を目指すために、以下の取り組みを推進。

具体的には、

透明かつ公正な価格指標の提供。

価格変動リスクのヘッジ機能。

受渡しを利用した需給調整機能。
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２２．．これまでの取り組みこれまでの取り組み

（１）市場環境の整備

世界最高水準の新たな電子取引システムの導入に向けた準備。
（導入時期は来年5月を予定。）

市場参加者の利便性の向上を図る市場ルールの見直し。

取引時間の延長
（本年1月から取引終了時間を17時30分に変更。）

制限値段幅の拡大
（相場の価格変動等を勘案し、価格が制限値段に到達する

可能性を極力限定。）

建玉制限の緩和
（商品特性を踏まえつつ、当業者のヘッジニーズに対応できる

水準まで緩和。）
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２２．．これまでの取り組みこれまでの取り組み

（２）啓発活動（対当業者）

当業者団体及び当業者を訪問し、本所市場のPR及び意見交換を実施。

当業者団体が開催するイベントへの参加。本年度の主なものは以下のとおり。

石 油 ：SSビジネス見本市（5月、富山）

貴金属：LBMA/LPPM Precious Metals Conference（9月、京都）

ゴ ム ：ASEAN Rubber Conference 2008（6月、フィリピン）

ASEAN Rubber Conference 2008SSビジネス見本市



4平成20年7月19日日本経済新聞

３３．．取り組みの成果と実績取り組みの成果と実績

平成20年9月17日ぜんせき

（１）当業者が価格指標として本所を活用

３－１．石油市場
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平成20年3月25日

 

日本経済新聞

平成20年10月22日

 

日本経済新聞

平成19年12月4日

 

日本経済新聞

（２）当業者がリスクヘッジの場として本所を活用

３３．．取り組みの成果と実績取り組みの成果と実績

３－１．石油市場
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平成19年7月30日
油業報知新聞

（３）当業者が需給調整等の場として本所を活用

３３．．取り組みの成果と実績取り組みの成果と実績

平成19年1月29日

 

ぜんせき

平成20年10月28日
フューチャーズトリビューン

３－１．石油市場
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ガソリン 灯油 原油

7,529,706枚 2,350,819枚 1,489,018枚

376,485,300kl 117,540,950kl 74,450,900kl

8,625枚 9,298枚 －

862,500kl 929,800kl －

（全国） 61,937,893kl 24,689,420kl 238,816,892kl

（関東） 25,332,456kl 9,562,437kl －

（出所）石油連盟、石油統計情報による販売量及び輸入量

（全国） 6.1倍 4.8倍 0.3倍 

（関東） 14.9倍 12.3倍 －

（全国） 1.39% 3.77% －

（関東） 3.40% 9.72% －

e.現物流通量

出来高／現物流通量
（b.／e.）

受渡高／現物流通量
（d.／e.）

a.出来高

b.現物換算量

c.受渡高　(受渡単位100klで表示)

d.現物換算量

３３．．取り組みの成果と実績取り組みの成果と実績

（４）出来高及び受渡高（2007年）

３－１．石油市場
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受渡実績のある場所（38都道府県）

受渡実績のない場所（9府県）
岩手、山梨、岐阜、滋賀、京都、
奈良、島根、高知、沖縄

３３．．取り組みの成果と実績取り組みの成果と実績

（５）ガソリン・灯油の都道府県別受渡場所（2008年10月現在）

３－１．石油市場
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金 銀 白金 パラジウム

a.出来高 18,203,194枚 536,583枚 9,169,890枚 207,867枚

b.現物換算量 18,203,194kg 16,468,890kg 4,584,945kg 103,934kg

c.受渡高　(取引単位で表示) 20,919枚 1,760枚 979枚 2,682枚

d.現物換算量 20,919kg 76,260kg 490kg 1,341kg

e.現物流通量 307,289kg 4,468,032kg 35,147kg 51,631kg

（出所）
（社）日本金地金流通

協会（国内需要*）

（社）日本金地金流通

協会（国内需要）

ジョ ンソン・マッセイ

Platinum2007*

（用途別需要、地域別）

ジョ ンソン・マッセイ

Platinum2007*

（用途別需要、地域別）

*公表前につき、上記は2006年の数値（参考）。 *公表前につき、上記は2006年の数値（参考）。

出来高／現物流通量
（b.／e.）

59.2倍 3.7倍 130.5倍 2.0倍 

受渡高／現物流通量
（d.／e.）

6.81% 1.71% 1.39% 2.60%

３－２．貴金属市場（2007年）

３３．．取り組みの成果と実績取り組みの成果と実績
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a.出来高 7,062,252枚

b.現物換算量 35,311,260t

c.受渡高　（取引単位5tで表示） 3,216枚

d.現物換算量 16,080t

e.現物流通量 888,000t

（出所）IRSG国別消費量

出来高／現物流通量
（b.／e.）

39.8倍 

受渡高／現物流通量
（d.／e.）

1.81%

３３．．取り組みの成果と実績取り組みの成果と実績

３－３．ゴム市場（2007年）
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a.出来高 65,507枚

b.現物換算量 354,350t

c.受渡高　（取引単位で表示） 825枚

d.現物換算量 4,125t

e.現物流通量 4,202,568t

（出所）日本アルミニウム協会、用途別需要推移

出来高／現物流通量
（b.／e.）

0.1倍 

受渡高／現物流通量
（d.／e.）

0.10%

３３．．取り組みの成果と実績取り組みの成果と実績

３－４．アルミニウム市場（2007年）
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４４．．今後の対応今後の対応

営業・マーケティング体制の強化

本年12月、本所はガバナンスの強化等を図るために、組織形態を
会員組織から株式会社に移行する予定。

これに併せて、営業・マーケティング体制を強化。

株式会社化後は、当業者のニーズの把握、市場参加の働きかけを行う
ために、戦略的な営業・マーケティング活動を継続的に実施する予定。

上記の活動を通じて、当業者のより一層の利便性向上を図るための
市場環境の整備にも努めていく予定。

当業者のより一層の利便性向上を図るための市場環境の整備



ご清聴ありがとうございました。

お問い合わせ先

東京工業品取引所

 
企画部

Tel: 03-3661-7917   Fax: 03-3664-0089
URL: www.tocom.or.jp
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